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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の波長から成る波長群単位で切替えを行う波長群パスクロスコネクト部と、波長単
位で切替えを行う波長パスクロスコネクト部とを有して、前記波長群を所定数合波した波
長群の組をそれぞれ伝送する複数本の光ファイバーの束で伝送路が構成される光パスネッ
トワークの中継ノードとして配置され、入力側光ファイバを介して伝送された複数組の波
長群を波長群単位で方路を切替える方路切替処理と、該入力側光ファイバを介して伝送さ
れた複数組の波長群に含まれる波長を波長単位で方路を切替え、波長群間の波長の組み換
えを実現するグル－ミング処理と、該入力側光ファイバを介して伝送された複数組の波長
群に含まれる波長を波長単位で終端させて電気レイヤへ出力するドロップ処理とを行う階
層化光パスクロスコネクト装置であって、前記波長パスクロスコネクト部または該波長パ
スクロスコネクト部および終端処理部における波長単位の前記グルーミング処理およびド
ロップ処理を実行させるために、前記入力側光ファイバを介して入力された複数組の波長
群が前記波長群パスクロスコネクト部に至る前に、該入力側光ファイバを介して入力され
た複数組の波長群を分波しまたは該波長群に含まれる波長を分離して前記波長パスクロス
コネクト部へ直接供給するグルーミング／終端処理用分波部を備えることを特徴とする階
層化光パスクロスコネクト装置。
【請求項２】
　複数の波長から成る波長群単位で切替えを行う波長群パスクロスコネクト部と、波長単
位で切替えを行う波長パスクロスコネクト部とを有して、前記波長群を所定数合波した波
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長群の組をそれぞれ伝送する複数本の光ファイバーの束で伝送路が構成される光パスネッ
トワークの中継ノードとして配置され、入力側光ファイバを介して伝送された複数組の波
長群を波長群単位で方路を切替える方路切替処理と、該入力側光ファイバを介して伝送さ
れた複数組の波長群に含まれる波長を波長単位で方路を切替え、波長群間の波長の組み換
えを実現するグル－ミング処理と、電気レイヤから入力された波長を波長単位で方路を切
替える始端処理とを行う階層化光パスクロスコネクト装置であって、前記波長パスクロス
コネクト部または該波長パスクロスコネクト部および始端処理部において実行された波長
単位の前記グルーミング処理後および始端処理後の波長群を、前記波長群パスクロスコネ
クト部から出力された波長群に直接合波するグルーミング／始端処理後波長群合波部を備
えることを特徴とする階層化光パスクロスコネクト装置。
【請求項３】
　前記波長パスクロスコネクト部は、波長単位で切替えを行う波長選択スイッチを有し、
前記波長群パスクロスコネクト部は、波長群単位で切替えを行う波長群選択スイッチを有
するものであることを特徴とする請求項１または２の階層化光パスクロスコネクト装置。
【請求項４】
　前記波長パスクロスコネクト部の波長選択スイッチは、前記入力側光ファイバまたは出
力側光ファイバに対応して設けられ、前記波長群パスクロスコネクト部の波長群選択スイ
ッチは、該入力側光ファイバまたは出力側光ファイバに対応して設けられていることを特
徴とする請求項３の階層化光パスクロスコネクト装置。
【請求項５】
　前記波長パスクロスコネクト部は、その入力側および出力側の一方に前記波長選択スイ
ッチを備え、前記波長群パスクロスコネクト部は、その入力側および出力側の一方に前記
波長群選択スイッチを備えることを特徴とする請求項４の階層化光パスクロスコネクト装
置。
【請求項６】
　前記グルーミング／終端処理用分波部は、光カプラまたは波長選択スイッチから構成さ
れていることを特徴とする請求項１の階層化光パスクロスコネクト装置。
【請求項７】
　前記グルーミング／始端処理後波長群合波部は、光カプラまたは波長選択スイッチから
構成されていることを特徴とする請求項２の階層化光パスクロスコネクト装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光パスネットワークの中継ノードとして機能する階層化光パスクロスコネク
ト装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　光パスネットワークでは、光パス（波長パス）の増加に伴って光クロスコネクト装置の
ポート数やスイッチ規模が拡大することに対して、波長群パスを用いた多階層光パスネッ
トワークが提案されている。この多階層光パスネットワークでは、所定の通信波長帯のた
とえば１００ＧＨｚ毎に分割された複数の波長チャネル（wave channel or optical path
）にそれぞれ対応する複数の波長の光が合波された波長分割多重（ＷＤＭ：Wavelength D
ivision Multiplexing）光すなわち波長群が複数組合せられた組毎に、複数本のパス（光
ファイバ）を介してそれぞれ並列的に伝送される。
【０００３】
　このような多階層光パスネットワークの各中継ノードには、光ファイバを介して伝送さ
れてきた複数組の上記波長群を波長群単位でルーティング（所定の伝送方向の光ファイバ
への波長群単位の方路切換）する方路切換機能と、伝送されてきた波長群毎に含まれる複
数の波長（チャネル）を必要に応じて分離し、所定の波長を、電気的信号と波長単位の光
信号との間の信号変換を行うための電気レイヤＥＬへ波長を出力するドロップ機能（ノー
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ド終端機能）と、電気レイヤからの信号を所定の波長の信号に変換し、その所定波長の波
長を含む波長群に合波してその波長群を所定の方路へ伝送するアド機能（ノード始端機能
）と、伝送されてきた波長群毎に含まれる複数の波長（チャネル）を分離し、所定の波長
の新たな組の波長群を形成して波長群単位で所定の方路へ伝送するグルーミング機能とが
、必要とされる。たとえば、特許文献１に示される光パスクロスコネクト装置はその一例
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２５２６６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、たとえば図１６に示すように、Ｋ本の入力側光ファイバＦi1～ＦiKを介して
それぞれＭ個の波長群が入力され、バンド（波長群）パスクロスコネクト部ＢＸＣにおい
てその波長群単位でＫ本の出力側光ファイバＦo1～ＦoKへルーティングするとともに、所
定のadd/drop率ｙで、波長単位でルーティングを行うための波長群をバンド（波長群）パ
スクロスコネクト部ＢＸＣから波長パスクロスコネクト部ＷＸＣへ波長群単位でアド／ド
ロップさせる一方で、その波長パスクロスコネクト部ＷＸＣにおいてその１つの波長群に
含まれるＮ個の波長を分解して波長単位で電気レイヤＥＬとの間で所定のadd/drop率ｚで
アド／ドロップさせるとともに、所定の波長から新たに形成した波長群をルーティング（
グルーミング）を行うように構成した階層化光パスクロスコネクト装置が、光パスネット
ワークの中継ノードとして構成される。上記電気レイヤＥＬには、ルータ等が設けられ、
波長単位の波長チャネルを介して伝送された光信号と端末装置の電気的信号との間の信号
変換を行う機能が備えられている。
【０００６】
　この図１６に示される階層化光パスクロスコネクト装置では、バンド（波長群）パスク
ロスコネクト部ＢＸＣにおいて、光パスネットワークに接続される入力ファイバおよび出
力ファイバの本数をそれぞれＫ本、１ファイバ内の波長群数をＭ、１波長群内の波長数を
Ｎ、バンドパスクロスコネクト部ＢＸＣから波長パスクロスコネクト部ＷＸＣへの波長群
単位のadd/drop率をｙ、波長パスクロスコネクト部ＷＸＣから電気レイヤＥＬへの波長単
位のadd/drop率をｚとすると、バンドパスクロスコネクト部ＢＸＣには、各（Ｋ＋ｙＫ）
個の光カプラおよび波長群選択スイッチＷＢＳＳを設ける必要があるので、バンドパスク
ロスコネクト部ＢＸＣを比較的多数の光カプラおよび高価な波長群選択スイッチＷＢＳＳ
から構成せざるを得ず、未だ、装置規模が大きく、装置が高価となるという欠点があった
。
【０００７】
　本発明は以上の事情を背景として為されたものであり、その目的とするところは、高価
な波長群選択スイッチＷＢＳＳの個数を少なくし、装置規模が小さく且つ装置を安価とす
ることができる光パスネットワークの階層化光パスクロスコネクト装置を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者は、以上の事情を背景として種々検討を重ねた結果、上記従来の階層化光クロ
スコネクト装置のバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣでは、波長群の方路切替用の光カプ
ラおよび波長群選択スイッチＷＢＳＳと、波長群と波長間でのドロップ機能又はアド機能
用の光カプラおよび波長群選択スイッチＷＢＳＳとが、備えられていたが、波長群と波長
間でのドロップ機能又はアド機能をバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣから切り離して、
例えば波長パスクロスコネクト部ＷＸＣで行うようにすると、波長群選択スイッチＷＢＳ
Ｓの個数を大幅に低減できるという事実を見いだした。本発明は、このような知見に基づ
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いて為されたものである。
【０００９】
　すなわち、前記目的を達成するための請求項１に係る発明の要旨とするところは、（ａ
）複数の波長から成る波長群単位で切替えを行う波長群パスクロスコネクト部と、波長単
位で切替えを行う波長パスクロスコネクト部とを有して、前記波長群を所定数合波した波
長群の組をそれぞれ伝送する複数本の光ファイバーの束で伝送路が構成される光パスネッ
トワークの中継ノードとして配置され、入力側光ファイバを介して伝送された複数組の波
長群を波長群単位で方路を切替える方路切替処理と、該入力側光ファイバを介して伝送さ
れた複数組の波長群に含まれる波長を波長単位で方路を切替え、波長群間の波長の組み換
えを実現するグル－ミング処理と、該入力側光ファイバを介して伝送された複数組の波長
群に含まれる波長を波長単位で終端させて電気レイヤへ出力するドロップ処理とを行う階
層化光パスクロスコネクト装置であって、（ｂ）前記波長パスクロスコネクト部または該
波長パスクロスコネクト部および終端処理部における波長単位の前記グルーミング処理お
よびドロップ処理を実行させるために、前記入力側光ファイバを介して入力された複数組
の波長群が前記波長群パスクロスコネクト部に至る前に、該入力側光ファイバを介して入
力された複数組の波長群を分波しまたは該波長群に含まれる波長を分離して前記波長パス
クロスコネクト部へ直接供給するグルーミング／終端処理用分波部を備えることにある。
【００１０】
　また、前記目的を達成するための請求項２に係る発明の要旨とするところは、（ｃ）複
数の波長から成る波長群単位で切替えを行う波長群パスクロスコネクト部と、波長単位で
切替えを行う波長パスクロスコネクト部とを有して、前記波長群を所定数合波した波長群
の組をそれぞれ伝送する複数本の光ファイバーの束で伝送路が構成される光パスネットワ
ークの中継ノードとして配置され、入力側光ファイバを介して伝送された複数組の波長群
を波長群単位で方路を切替える方路切替処理と、該入力側光ファイバを介して伝送された
複数組の波長群に含まれる波長を波長単位で方路を切替え、波長群間の波長の組み換えを
実現するグル－ミング処理と、電気レイヤから入力された波長を波長単位で方路を切替え
、出力側ファイバを選択する始端処理とを行う階層化光パスクロスコネクト装置であって
、（ｄ）前記波長パスクロスコネクト部または該波長パスクロスコネクト部および始端処
理部において実行された波長単位の前記グルーミング処理後および始端処理後の波長群を
、前記波長群パスクロスコネクト部から出力された波長群に直接合波するグルーミング／
始端処理後波長群合波部を備えることにある。
【００１１】
　また、請求項３に係る発明の要旨とするところは、請求項１または２に係る発明におい
て、（ｅ）前記波長パスクロスコネクト部は、波長単位で切替えを行う波長選択スイッチ
を有し、前記波長群パスクロスコネクト部は、波長群単位で切替えを行う波長群選択スイ
ッチを有するものであることにある。
【００１２】
　また、請求項４に係る発明の要旨とするところは、請求項３に係る発明において、（ｆ
）前記波長パスクロスコネクト部の波長選択スイッチは、前記入力側光ファイバまたは出
力側光ファイバに対応して設けられ、前記波長群パスクロスコネクト部の波長群選択スイ
ッチは、該入力側光ファイバまたは出力側光ファイバに対応して設けられていることにあ
る。
【００１３】
　また、請求項５に係る発明の要旨とするところは、請求項４に係る発明において、（ｇ
）前記波長パスクロスコネクト部は、その入力側および出力側の一方に前記波長選択スイ
ッチを備え、前記波長群パスクロスコネクト部は、その入力側および出力側の一方に前記
波長群選択スイッチを備えるものである。
【００１４】
　また、請求項６に係る発明の要旨とするところは、請求項１に係る発明において、（ｈ
）前記グルーミング／終端処理用分波部は、光カプラまたは波長選択スイッチから構成さ
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れていることにある。
【００１５】
　また、請求項７に係る発明の要旨とするところは、請求項２に係る発明において、（ｉ
）前記グルーミング／始端処理後波長群合波部は、光カプラまたは波長選択スイッチから
構成されていることにある。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１に係る発明の階層化光パスクロスコネクト装置によれば、前記波長パスクロス
コネクト部または該波長パスクロスコネクト部および終端処理部における波長単位の前記
グルーミング処理およびドロップ処理を実行させるために、前記入力側光ファイバを介し
て入力された複数組の波長群が前記波長群パスクロスコネクト部に至る前に、該入力側光
ファイバを介して入力された複数組の波長群を分波しまたは該波長群に含まれる波長を分
離して前記波長パスクロスコネクト部へ直接供給するグルーミング／終端処理用分波部を
備えることから、波長群パスクロスコネクト部において波長単位でのグルーミング処理お
よび終端処理のために波長パスクロスコネクト部へ送る波長群を選択する波長群選択スイ
ッチが不要になるため、その波長群パスクロスコネクト部における高価な波長群選択スイ
ッチの個数を少なくすることができ、装置規模が小さくなり且つ装置が大幅に安価となる
。
【００１７】
　また、請求項２に係る発明の階層化光パスクロスコネクト装置によれば、前記波長パス
クロスコネクト部または該波長パスクロスコネクト部および始端処理部において実行され
た波長単位の前記グルーミング処理後および始端処理後の波長群を、前記波長群パスクロ
スコネクト部から出力された波長群に直接合波するグルーミング／始端処理後波長群合波
部を備えることから、波長群パスクロスコネクト部においてグルーミング処理および始端
処理のために波長パスクロスコネクト部から送られた波長を波長群にまとめて方路切替を
行うための波長群選択スイッチが不要になるため、その波長群パスクロスコネクト部にお
ける高価な波長群選択スイッチの個数を少なくすることができ、装置規模が小さくなり且
つ装置が大幅に安価となる。
【００１８】
　ここで、好適には、前記波長パスクロスコネクト部は、波長単位で切替えを行う波長選
択スイッチを有し、前記波長群パスクロスコネクト部は、波長群単位で切替えを行う波長
群選択スイッチを有するものであることにある。また、好適には、前記波長パスクロスコ
ネクト部の波長選択スイッチは、前記入力側光ファイバまたは出力側光ファイバに対応し
て設けられ、前記波長群パスクロスコネクト部の波長群選択スイッチは、該入力側光ファ
イバまたは出力側光ファイバに対応して設けられている。このようにすれば、波長群パス
クロスコネクト部における波長群選択スイッチの個数を可及的に少なくすることができる
。
【００１９】
　また、好適には、前記波長パスクロスコネクト部は、その入力側および出力側の一方に
前記波長選択スイッチを備え、前記波長群パスクロスコネクト部は、その入力側および出
力側の一方に前記波長群選択スイッチを備えるものである。このようにすれば、波長群パ
スクロスコネクト部における波長群選択スイッチの個数を可及的に少なくすることができ
る。
【００２０】
　また、好適には、前記グルーミング／終端処理用分波部は、光カプラまたは波長選択ス
イッチから構成される。また、好適には、前記グルーミング／始端処理後波長群合波部は
、光カプラまたは波長選択スイッチから構成される。このようにすれば、グルーミング／
終端処理用分波部或いはグルーミング／始端処理後波長群合波部では、波長群選択スイッ
チよりも大幅に安価な光カプラまたは波長選択スイッチが用いられるので、装置が一層安
価となる。
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【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施例の光パスネットワークのノード装置として配置される光パスク
ロスコネクト装置の要部構成を説明するための概念図である。
【図２】図１の光パスクロスコネクト装置において光ファイバにより伝送される光信号の
波長群とそれを構成する波長との関係を説明する図であって、連続する波長のうちから選
択された互いに連続する１６個の波長（チャンネル）毎に１つの波長群がそれぞれ設定さ
れた８個（群）の波長群が形成された例を説明する図である。
【図３】図１の光パスクロスコネクト装置において光ファイバにより伝送される光信号の
波長群とそれを構成する波長との関係を説明する図であって、連続する波長のうちから分
散的に選択された１６波長から１つの波長群がそれぞれ設定された８個（群）の波長群が
示されている。
【図４】図１の光パスクロスコネクト装置に設けられる光カプラを説明する図である。
【図５】図１の光パスクロスコネクト装置に設けられる光カプラを説明する図である。
【図６】図１の光パスクロスコネクト装置に設けられる波長選択スイッチを説明する図で
ある。
【図７】図１の光パスクロスコネクト装置に設けられる波長群選択スイッチを説明する図
である。
【図８】add/drop率ｙを変化させたときの図１の光パスクロスコネクト装置に設けられる
波長群選択スイッチの数を、図１６の光パスクロスコネクト装置に設けられる波長群選択
スイッチの数と対比して示す図である。
【図９】本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置の構成を実施例２として示す図
１に相当する図である。
【図１０】本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置の構成を実施例３として示す
図１に相当する図である。
【図１１】本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置の構成を実施例４として示す
図１に相当する図である。
【図１２】本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置の構成を実施例５として示す
図１に相当する図である。
【図１３】本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置の構成を実施例６として示す
図１に相当する図である。
【図１４】本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置の構成を実施例７として示す
図１に相当する図である。
【図１５】本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置の構成を実施例８として示す
図１に相当する図である。
【図１６】従来の光パスクロスコネクト装置の構成を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００２２】
　図１は、光パスネットワークの中継ノードであって、本発明の一実施例の階層化光パス
クロスコネクト装置（以下、光パスクロスコネクト装置という）１０の要部構成をブロッ
クにて示している。上記光パスネットワークでは、光パスネットワークの波長群パスとし
て機能する光ファイバの束たとえばＫ本の光ファイバの束を介して光信号が伝送されるよ
うになっている。その光信号は、たとえば所定の通信波長帯のたとえば１００ＧＨｚ毎に
分割された複数の波長チャネル（wave channel or light path）にそれぞれ対応するＮ個
の複数波長の光が合波されることにより１つの波長分割多重（ＷＤＭ：Wavelength Divis
ion Multiplexing）光すなわち１つの波長群ＷＢが構成され、その波長群ＷＢがＭ個で１
組を構成しており、各１組を構成する複数の波長群ＷＢがそれぞれ各１本の光ファイバ（
波長群伝送パス）毎に伝送される。すなわち、光パスクロスコネクト装置と１０では、波
長群ＷＢ11～ＷＢ1M、波長群ＷＢ21～ＷＢ2M、・・・波長群ＷＢK1～ＷＢKMが、Ｋ本の入
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力側光ファイバＦi1、Ｆi2、・・・ＦiKをそれぞれ介して並列的に入力され、ルーティン
グされた新たな波長群ＷＢ11～ＷＢ1M、波長群ＷＢ21～ＷＢ2M、・・・波長群ＷＢK1～Ｗ
ＢKMがＫ本の出力側光ファイバＦo1、Ｆo2、・・・ＦoKをそれぞれ介して並列的に出力さ
れる。上記Ｋ、Ｍ、Ｎは整数であり、たとえばＫ＝８、Ｍ＝８、Ｎ＝１6 である。
【００２３】
　ここで、たとえば上記波長群Ｂ11に含まれる波長チャネルの波長はλ111 ～λ11N 、上
記波長群Ｂ12に含まれる波長チャネルの波長はλ121 ～λ12N 、上記波長群Ｂ1Mに含まれ
る波長チャネルの波長はλ1M1 ～λ1MN 、上記波長群ＢKMに含まれる波長チャネルの波長
はλKM1 ～λKMN となるが、それらの波長たとえばλ121 ～λ12N は、相互に順次連続的
に増加するものであってもよいし、分散的なものであってもよい。図２および図３は、１
つの光ファイバを介して伝送される１組の波長群を構成する波長λの構成例を示している
。図２の例では、連続する波長のうちから選択された互いに連続するＮ個の波長（Ｎ＝１
６）毎に１つの波長群がそれぞれ設定されたＭ（８）個（群）の波長群ＷＢ1 ～ＷＢ8 が
示されている。図３の例では、連続する波長のうちから分散的に選択された１６波長から
１つの波長群がそれぞれ設定されたＭ（８）個（群）の波長群ＷＢ1 ～ＷＢ8 が示されて
いる。
【００２４】
　図１において、光パスクロスコネクト装置１０には、入力側光ファイバＦi1、Ｆi2、・
・・ＦiKをそれぞれ伝送されてきた波長群ＷＢ11～ＷＢ1M、波長群ＷＢ21～ＷＢ2M、・・
・波長群ＷＢK1～ＷＢKMを、波長群レベルＷＢＬにおける波長群単位で方路切替処理（波
長群単位のルーティング処理）を行う機能と、伝送されてきた波長群ＷＢ11～ＷＢ1M、波
長群ＷＢ21～ＷＢ2M、・・・波長群ＷＢK1～ＷＢKM毎にそれぞれ含まれる複数の波長（チ
ャネル）を必要に応じて分離し、所定の波長を、波長レベルＷＬＬにおける波長単位で、
電気的信号と波長単位の光信号との間の信号変換を行うための電気レイヤＥＬへ出力する
ドロップ処理（終端処理）機能と、電気レイヤＥＬからの所定の波長の信号を、波長レベ
ルＷＬＬにおける波長単位で、その所定波長の波長を含む波長群を形成してその波長群を
所定の方路へ伝送するアド処理（始端処理）機能と、伝送されてきた波長群ＷＢ11～ＷＢ
1M、波長群ＷＢ21～ＷＢ2M、・・・波長群ＷＢK1～ＷＢKM毎に含まれる複数の波長（チャ
ネル）を分離し、所定の波長の新たな組の波長群を形成して波長群単位で所定の方路へ伝
送するグルーミング処理機能とが、備えられている。
【００２５】
　そのため、光パスクロスコネクト装置１０は、波長単位で上記終端処理、始端処理、お
よびグルーミングを実行する波長パスクロスコネクト部ＷＸＣと、波長群単位で方路切替
処理を実行するバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣと、バンドパスクロスコネクト部ＢＸ
Ｃからグルーミング処理および終端処理を分離するために、入力側光ファイバＦi1、Ｆi2
、・・・ＦiKを介してそれぞれ１組ずつ入力されたＫ群（Ｋ組）の波長群ＷＢ11～ＷＢ1M
、ＷＢ21～ＷＢ2M、・・・ＷＢK1～ＷＢKMを分波して波長パスクロスコネクト部ＷＸＣへ
供給するグルーミング／終端処理用分波部ＧＥとを、備えている。
【００２６】
　グルーミング／終端処理用分波部ＧＥは、Ｋ本の入力側光ファイバＦi1、Ｆi2、・・・
ＦiKにそれぞれ設けられ、バンドパスクロスコネクト部ＢＸＣへ向かう波長群ＷＢ11～Ｗ
Ｂ1M、波長群ＷＢ21～ＷＢ2M、・・・波長群ＷＢK1～ＷＢKMをそれぞれを分波して、波長
パスクロスコネクト部ＷＸＣへそれぞれ供給する光カプラＰＣi1、ＰＣi2、・・・ＰＣiK
を備えている。それら光カプラＰＣi1、ＰＣi2、・・・ＰＣiKは、１つの入力ポートと２
つの出力ポートとを有し、入力光をそれぞれ２つの出力ポートから並列的に出力させる所
謂１×２光カプラである。
【００２７】
　波長パスクロスコネクト部ＷＸＣは、上記光カプラＰＣi1、ＰＣi2、・・・ＰＣiKによ
り分波された複数組の波長群ＷＢ11～ＷＢ1M、波長群ＷＢ21～ＷＢ2M、・・・波長群ＷＢ
K1～ＷＢKMを、組毎に受けて波長単位で分波するＫ個の光カプラＰＣw1、ＰＣw2、・・・
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ＰＣwKと、たとえば一般的なアレイ導波路格子から構成されたアド入力側光合波器すなわ
ち始端処理部ＡＷＧa1～ＡＷＧazyKを介して電気レイヤＥＬから受けた複数の波長を受け
て所定のadd/drop率ｚ（≦１）の割合で出力するためのｚｙＫ個の始端（add ）入力用光
カプラＰＣa1～ＰＣazyKと、光カプラＰＣw1、ＰＣw2、・・・ＰＣwKから出力された複数
の波長のうち所定のadd/drop率ｚで波長単位で選択した所定の波長を一般的なアレイ導波
路格子から構成されたドロップ出力側光分波器すなわち終端処理部ＡＷＧd1～ＡＷＧdzyK
を介して電気レイヤＥＬへ出力するｚｙＫ個の終端（drop）出力用波長選択スイッチＷＳ
Ｓd1～ＷＳＳazyKと、ｙＫ個の波長群形成用波長選択スイッチＷＳＳw1、ＷＳＳw2、・・
・ＷＳＳwyK とを、備えている。上記add/drop率ｚは、電気レイヤＥＬと波長パスクロス
コネクト部ＷＸＣとの間の予め設定された波長単位の受け渡しの割合であり、上記ｙ（≦
１）は、波長パスクロスコネクト部ＷＸＣとバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣとの間の
予め設定された受け渡しの割合を示す波長群単位のadd/drop率である。上記光カプラＰＣ
w1、ＰＣw2、・・・ＰＣwKは入力ポート１個に対しｙＫ＋ｚｙＫ個の出力ポートを持つ、
たとえば、１×（ｙＫ＋ｚｙＫ）の所謂スター型光カプラから構成される。また、上記始
端入力用光カプラＰＣa1～ＰＣazyKはたとえば、１×（１＋ｙＫ）光カプラから構成され
る。また、上記終端出力用波長選択スイッチＷＳＳd1～ＷＳＳdzyKはたとえば１×（ｙＫ
）波長選択スイッチから構成される。また、上記波長群形成用波長選択スイッチＷＳＳ1 
、ＷＳＳ2 、・・・ＷＳＳyKはたとえば１×（Ｋ＋ｚｙＫ）の波長選択スイッチから構成
される。
【００２８】
　バンドパスクロスコネクト部ＢＸＣは、Ｋ本の入力側光ファイバＦi1、Ｆi2、・・・Ｆ
iKを介して伝送され且つ光カプラＰＣi1、ＰＣi2、・・・ＰＣiKを通過することによりそ
れぞれ１組ずつ入力されたＫ組の波長群ＷＢ11～ＷＢ1M、ＷＢ21～ＷＢ2M、・・・ＷＢK1
～ＷＢKMが入力されるＫ個の光カプラＰＣb1、ＰＣb2、・・・ＰＣbKと、波長パスクロス
コネクト部ＷＸＣの波長群形成用波長選択スイッチＷＳＳ1 、ＷＳＳ2 、・・・ＷＳＳyK
からそれぞれ出力された波長群を受けるｙＫ個の新波長群加入用光カプラＰＣe1、ＰＣe2
、・・・ＰＣeyK と、それらの光カプラＰＣb1、ＰＣb2、・・・ＰＣbKおよび新波長群加
入用光カプラＰＣe1、ＰＣe2、・・・ＰＣeyK からそれぞれ出力された波長群を受けて、
Ｋ本の出力側光ファイバＦo1、Ｆo2、・・・ＦoKのいずれかへ波長群単位で出力するＫ個
の波長群選択スイッチＷＢＳＳ1 、ＷＢＳＳ2 、・・・ＷＢＳＳK とを、備えている。上
記光カプラＰＣb1、ＰＣb2、・・・ＰＣbK、および、上記新波長群加入用光カプラＰＣe1
、ＰＣe2、・・・ＰＣeyK は、たとえば1 ×Ｋの所謂スター型光カプラから構成される。
上記新波長群加入用光カプラＰＣe1、ＰＣe2、・・・ＰＣeyK はたとえば１×Ｋの所謂ス
ター型光カプラから構成される。波長群選択スイッチＷＢＳＳ1 、ＷＢＳＳ2 、・・・Ｗ
ＢＳＳK は、たとえばＫ×１の波長群選択スイッチから構成される。また、上記バンドパ
スクロスコネクト部ＢＸＣは、たとえば（Ｋ＋ｙＫ）×１の波長群選択スイッチから構成
される。
【００２９】
　上記光カプラＰＣi1～ＰＣiK、ＰＣw1～ＰＣwK、ＰＣa1～ＰＣazyK、ＰＣb1～ＰＣbK、
ＰＣe1～ＰＣeyK は、たとえば、複数本の光ファイバの端部或いは中間部を局部的溶融し
て光学的に結合したもの、マッハツェンダー干渉計を利用して複数本の光ファイバを光学
的に結合したもの等により構成されたものであり、いずれも波長選択性はなく、入力光の
一部を分波して複数のポートから並列的に出力したり、或いは、複数の入力光を合波して
出力する。
【００３０】
　図４および図５は上記光カプラＰＣの光学的機能或いは性質を説明するものであって、
図４には、１つの入力ポートと３つの出力ポートとを有する光カプラの例が示されている
。この図４に例示される光カプラでは、λ1 ～λ8 の８個の波長チャンネルを含む光信号
が入力されると、そのλ1 ～λ8 の８個の波長チャンネルを含む光信号がそのまま並列的
に分波されて３つの出力ポートからそれぞれ同じ光信号が出力される。図５には、３つの
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入力ポートと１つの出力ポートとを有する光カプラの例が示されている。この図５に例示
される光カプラでは、λ2 の波長チャンネルを含む光信号とλ1 およびλ4 の２つの波長
チャンネルを含む光信号とλ3 の波長チャンネルを含む光信号とがそれぞれ３つの入力ポ
ートに入力されると、それらが合波されてλ1 ～λ4 の波長チャンネルを含む光信号とし
て１つの出力ポートから出力される。このような光カプラＰＣは、逆方向に用いることも
利用可能である。
【００３１】
　上記終端出力用波長選択スイッチＷＳＳd1～ＷＳＳdzyK、波長選択スイッチＷＳＳ1 ～
ＷＳＳyK、および、波長群形成用波長選択スイッチＷＢＳＳ1 ～ＷＢＳＳK は、たとえば
、回折格子、アレイ導波路格子などから成り、伝送されてきた入力光を波長単位或いは波
長群単位で分光する分光器と、コリメータアレイおよびＭＥＭＳミラーのアレイなどから
成り、その分光器により分光された波長単位或いは波長群単位の光を所望の導波路或いは
光ファイバへ選択的に伝播させるＭＥＭＳ光スイッチとから、同様に構成される。上記Ｍ
ＥＭＳミラーは、トーションバーによって回転可能に支持されたマイクロミラーがその近
傍に配置された電極によって静電的吸引力により駆動されるものである。特開２００９－
５１１９５６号に記載された波長選択スイッチは、上記波長選択スイッチＷＳＳの一例で
ある。
【００３２】
　図６および図７は上記波長選択スイッチＷＳＳおよび波長群選択スイッチＷＢＳＳの光
学的機能或いは性質を説明するものであって、図６には、１つの入力ポートと４つの出力
ポートとを有する波長選択スイッチＷＳＳの例が示されている。この図６に例示される波
長選択スイッチＷＳＳでは、λ1 ～λ8 の８個の波長チャンネルを含む光信号が入力され
ると、電気的な指令信号に従って、たとえば、そのλ1 ～λ8 の８個の波長チャンネルか
ら、λ1 およびλ4 の波長チャンネルを含む光信号と、λ2 、λ3 、λ7 の波長チャンネ
ルを含む光信号と、λ6 の波長チャンネルを含む光信号と、λ5 およびλ8 の波長チャン
ネルを含む光信号とが、４つの出力ポートからそれぞれ選択的に出力される。図７には、
１つの入力ポートと４つの出力ポートとを有する波長群選択スイッチＷＢＳＳの例が示さ
れている。この図７に例示される波長群選択スイッチＷＢＳＳでは、４つの波長群ＷＢ1 
～ＷＢ4 を含む光信号が入力されると、電気的な指令信号に従って、たとえば、その４つ
の波長群ＷＢ1 ～ＷＢ4 を含む光信号のうち、波長群ＷＢ1 およびＷＢ2 を含む光信号と
、波長群ＷＢ3 を含む光信号と、波長群を含まない光信号と、波長群ＷＢ4 を含む光信号
とが、４つの出力ポートからそれぞれ選択的に出力される。このような波長選択スイッチ
ＷＳＳおよび波長群選択スイッチＷＢＳＳは、任意の波長の組合せ或いは任意の波長群の
組合せで出力でき、逆方向に用いることも利用可能である。
【００３３】
　以上のように構成された本実施例の光パスクロスコネクト装置１０では、波長パスクロ
スコネクト部ＷＸＣまたはその波長パスクロスコネクト部ＷＸＣおよび終端処理部ＡＷＧ
d1～ＡＷＧdzyKにおける波長単位のグルーミング処理およびドロップ処理を実行させるた
めに、入力側光ファイバＦi1、Ｆi2、・・・ＦiKをそれぞれ介して入力された複数組の波
長群がバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣの波長群選択スイッチＷＢＳＳに至る前に、そ
の入力側光ファイバＦi1、Ｆi2、・・・ＦiKをそれぞれ介して入力された複数組の波長群
を分波してバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣを経由をしないで波長パスクロスコネクト
部ＷＸＣへ直接供給するグルーミング／終端処理用分波部ＧＥを備えることから、波長単
位でのグルーミング処理および終端処理のために波長パスクロスコネクト部ＷＸＣへ送る
波長群を選択する波長群選択スイッチをバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣに設けること
が不要になるため、そのバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣにおける高価な波長群選択ス
イッチＷＢＳＳの個数を少なくすることができ、装置規模が小さくなり且つ装置が小型と
なると共に大幅に安価となる。一般に、光カプラＰＣはたとえば１万円程度の価格である
のに対して、波長群選択スイッチＷＢＳＳはたとえば１００万円程度の価格であるため、
波長群選択スイッチＷＢＳＳの個数を少なくすることは、光パスクロスコネクト装置１０
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を安価とする点で大きな意味がある。
【００３４】
　因みに、図８は、Ｋ＝６、Ｍ＝８、Ｎ＝８であるとしたき、バンドパスクロスコネクト
部ＢＸＣと波長パスクロスコネクト部ＷＸＣとの間のadd/drop率ｙを変化させたときに、
本実施例の光パスクロスコネクト装置１０の波長群選択スイッチＷＢＳＳの個数と従来の
図１６に示す光パスクロスコネクト装置の波長群選択スイッチＷＢＳＳの個数とを、対比
して示した図である。従来の図１６に示す光パスクロスコネクト装置の波長群選択スイッ
チＷＢＳＳの個数は、add/drop率ｙの増加に従って増加するのに対して、本実施例の光パ
スクロスコネクト装置１０の波長群選択スイッチＷＢＳＳの個数は、当初において従来の
図１６に示す光パスクロスコネクト装置の波長群選択スイッチＷＢＳＳの個数よりも少な
く、しかもadd/drop率ｙの増加に従って変化せず、ｙ＝０．５であるとき、波長群選択ス
イッチＷＢＳＳの個数を約３３％削減可能となる。
【００３５】
　また、本実施例の光パスクロスコネクト装置１０によれば、波長パスクロスコネクト部
ＷＸＣは、波長単位で切替えを行う波長選択スイッチＷＳＳを有し、バンドパスクロスコ
ネクト部ＢＸＣは、波長群単位で切替えを行う波長群選択スイッチＷＢＳＳを有するもの
であり、そのバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣの波長群選択スイッチＷＢＳＳは、波長
群の方路切替のために入力側光ファイバＦi1～ＦiK或いは出力側光ファイバＦo1～ＦoKに
対応してＫ個設けられているので、バンドパスクロスコネクト部ＢＸＣにおける波長群選
択スイッチＷＢＳＳの個数を可及的に少なくすることができる。
【００３６】
　また、本実施例の光パスクロスコネクト装置１０によれば、波長パスクロスコネクト部
ＷＸＣは、その入力側および出力側の一方に波長選択スイッチＷＳＳを備え、バンドパス
クロスコネクト部ＢＸＣは、その入力側および出力側の一方に波長群選択スイッチＷＢＳ
Ｓを備えるものであるので、バンドパスクロスコネクト部ＢＸＣにおける波長群選択スイ
ッチＷＢＳＳの個数を可及的に少なくすることができる。
【００３７】
　また、本実施例によれば、グルーミング／終端処理用分波部ＧＥは、光カプラＰＣi1～
ＰＣiKから構成されるので、グルーミング／終端処理用分波部ＧＥでは、波長群選択スイ
ッチＷＢＳＳ或いは波長選択スイッチＷＳＳよりも大幅に安価な光カプラＰＣが用いられ
るので、光パスクロスコネクト装置１０が一層安価となる。
【００３８】
　次に、本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置を説明する。なお、以下の説明
において実施例相互に共通する部分には同一の符号を付して説明を省略する。
【実施例２】
【００３９】
　図９は、本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置２０の構成を示している。図
９において、光パスクロスコネクト装置２０は、光パスクロスコネクト装置１０と比較し
て、（ａ）グルーミング／終端処理用分波部ＧＥが、入力側光ファイバＦi1～ＦiKに介挿
されたＫ個の１×２光カプラＰＣie1 ～ＰＣieK から成る終端処理用分波部ＧＥ１と、同
様に入力側光ファイバＦi1～ＦiKに介挿されたＫ個の１×２光カプラＰＣig1 ～ＰＣigK 
から成るグルーミング処理用分波部ＧＥ２とから構成されている点、（ｂ）ｚｙＫ個の終
端処理部ＡＷＧd1～ＡＷＧdzyKに替えて、その終端処理用分波部ＧＥ１からの信号をそれ
ぞれ受けて電気レイヤＥＬへ所定のadd/drop率ｚｙで出力するＫ個の終端処理部ＡＷＧd1
～ＡＷＧdKが設けられている点、（ｃ）波長パスクロスコネクト部ＷＸＣにおいて、終端
出力用波長選択スイッチＷＳＳd1～ＷＳＳdzyKが除去されている点で相違し、その他は同
様に構成されている。
【００４０】
　本実施例の光パスクロスコネクト装置２０によれば、グルーミング／終端処理用分波部
ＧＥによって、入力側光ファイバＦi1、Ｆi2、・・・ＦiKをそれぞれ介して入力された複
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数組の波長群が分波されてバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣを経由しないで波長パスク
ロスコネクト部ＷＸＣへ直接供給されることから、波長単位でのグルーミング処理および
終端処理のために波長パスクロスコネクト部ＷＸＣへ送る波長群を選択するための波長群
選択スイッチＷＢＳＳをバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣに設けることが不要となるの
で、グルーミング処理および終端処理がバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣから切り離さ
れることになり、前述の実施例１と同様の効果が得られる。また、それに加えて、波長パ
スクロスコネクト部ＷＸＣに設けられていた高価な終端出力用波長選択スイッチＷＳＳd 
が除去されているので、光パスクロスコネクト装置２０が一層安価となる。
【実施例３】
【００４１】
　図１０は、本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置３０の構成を示している。
図１０において、光パスクロスコネクト装置３０は、光パスクロスコネクト装置１０と比
較して、（ａ）出力側光ファイバＦo1～ＦoKに介挿されたＫ個の（ｚｙＫ＋１）×１光カ
プラＰＣo1～ＰＣoKから成る始端処理後波長群合波部ＧＳ1 が加えられている点、（ｂ）
ｚｙＫ個の始端処理部ＡＷＧa1～ＡＷＧazyKと始端処理後波長群合波部ＧＳ１との間に、
電気レイヤＥＬからの複数の波長を出力側光ファイバＦo1～ＦoKのうちのいずれかに選択
的に直接出力する１×Ｋ始端処理用波長選択スイッチＷＳＳa が設けられている点、（ｃ
）波長パスクロスコネクト部ＷＸＣにおいて、始端入力用光カプラＰＣa1～ＰＣazyKが除
去されている点で相違し、その他は同様に構成されている。
【００４２】
　本実施例の光パスクロスコネクト装置３０によれば、グルーミング／終端処理用分波部
ＧＥによって、入力側光ファイバＦi1、Ｆi2、・・・ＦiKをそれぞれ介して入力された複
数組の波長群が分波されてバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣを経由しないで波長パスク
ロスコネクト部ＷＸＣへ直接供給されるとともに、始端処理用波長選択スイッチＷＳＳa1
～ＷＳＳazyKおよび始端処理後波長群合波部ＧＳ1 によって、始端処理後の波長は波長群
選択スイッチＷＢＳＳを経由しないで出力側光ファイバＦo1、Ｆo2、・・・ＦoKへ直接出
力されることから、波長単位でのグルーミング処理および終端処理のために波長パスクロ
スコネクト部ＷＸＣへ送る波長群を選択するための波長群選択スイッチＷＢＳＳをバンド
パスクロスコネクト部ＢＸＣに設けることが不要となるので、グルーミング処理、始端処
理および終端処理がバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣから切り離されることになり、前
述の実施例１と同様の効果が得られる。
【実施例４】
【００４３】
　図１１は、本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置４０の構成を示している。
図１１において、光パスクロスコネクト装置４０は、光パスクロスコネクト装置１０と比
較して、（ａ）ｚｙＫ個の終端処理部ＡＷＧd1～ＡＷＧdzyKに替えて、その終端処理用分
波部ＧＥからの信号をそれぞれ受けて電気レイヤＥＬへ所定のadd/drop率ｚｙで出力する
Ｋ個の終端処理部ＡＷＧd1～ＡＷＧdKが設けられている点、（ｂ）グルーミング／終端処
理用分波部ＧＥが、入力側光ファイバＦi1～ＦiKに介挿されたＫ個の１×２光カプラＰＣ
i1～ＰＣiKから構成されるのに替えて、入力側光ファイバＦi1～ＦiKに介挿されて、それ
ら入力側光ファイバＦi1～ＦiKで伝送されてきた光信号から波長を選択して波長単位で波
長パスクロスコネクト部ＷＸＣ内のＫ個の光カプラＰＣw1～ＰＣwKのいずれかに選択的に
出力するとともに、入力側光ファイバＦi1～ＦiKで伝送されてきた光信号から終端させる
波長を選択して波長単位で終端処理部ＡＷＧd1～ＡＷＧdKのいずれかに選択的に出力する
Ｋ個の１×３波長選択スイッチＷＳＳから構成されている点、（ｃ）波長パスクロスコネ
クト部ＷＸＣにおいて、終端出力用波長選択スイッチＷＳＳd1～ＷＳＳdzyKが除去されて
いる点で相違し、その他は同様に構成されている。
【００４４】
　本実施例の光パスクロスコネクト装置４０によれば、グルーミング／終端処理用分波部
ＧＥによって、入力側光ファイバＦi1、Ｆi2、・・・ＦiKをそれぞれ介して入力された複
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数組の波長群が分波されてバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣを経由しないで波長パスク
ロスコネクト部ＷＸＣへ直接供給されることから、波長単位でのグルーミング処理および
終端処理のために波長パスクロスコネクト部ＷＸＣへ送る波長群を選択するための波長群
選択スイッチＷＢＳＳをバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣに設けることが不要となるの
で、グルーミング処理および終端処理がバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣから切り離さ
れることになり、前述の実施例１と同様の効果が得られる。
【実施例５】
【００４５】
　図１２は、本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置５０の構成を示している。
図１２において、光パスクロスコネクト装置５０は、光パスクロスコネクト装置１０と比
較して、（ａ）グルーミング／終端処理用分波部ＧＥに替えて、始端処理後波長群合波部
ＧＳと同様に、出力側光ファイバＦo1～ＦoKに介挿されたＫ個の２×１光カプラＰＣo1～
ＰＣoKから成るグルーミング／始端処理後波長群合波部ＧＳが加えられている点、（ｂ）
バンドパスクロスコネクト部ＢＸＣにおいて、Ｋ本の入力側光ファイバＦi1、Ｆi2、・・
・ＦiKを介して伝送された複数組の波長群をそれぞれ受けるためにＫ個の１×（Ｋ＋ｙＫ
）波長群選択スイッチＷＢＳＳ1 、ＷＢＳＳ2 、・・・ＷＢＳＳK が入力側に設けられ、
それらから出力された波長群を受けるためにＫ個のＫ×１光カプラＰＣb1、ＰＣb2、・・
・ＰＣbKとｙＫ個のＫ×１波長群ドロップ用光カプラＰＣe1、ＰＣe2、・・・ＰＣeyK と
が出力側に設けられている点、（ｃ）波長パスクロスコネクト部ＷＸＣにおいて、バンド
パスクロスコネクト部ＢＸＣからドロップされた波長群を受けるためにｙＫ個の１×（Ｋ
＋ｚｙＫ）波長群形成用波長選択スイッチＷＳＳ1 、ＷＳＳ2 、・・・ＷＳＳyK と１×
Ｋアド入力用波長選択スイッチＷＳＳa1～ＷＳＳazyKとが入力側に設けられ、それらから
の波長を受けて波長群を形成するための（Ｋ＋ｚｙＫ）×１光カプラＰＣw1、ＰＣw2、・
・・ＰＣwKと所定のadd/drop率ｚの割合で出力するためのＫ×１終端（drop）出力用光カ
プラＰＣd1～ＰＣdzyKとが出力側に設けられている点で相違し、その他は同様に構成され
ている。本実施例の光パスクロスコネクト装置５０では、光パスクロスコネクト装置１０
に比較して、バンドパスクロスコネクト部ＢＸＣおよび波長パスクロスコネクト部ＷＸＣ
の入力側および出力側が反転している。
【００４６】
　本実施例の光パスクロスコネクト装置５０によれば、グルーミング／始端処理後波長群
合波部ＧＳにより、波長単位でのグルーミング処理後の波長群および始端処理後の波長群
がバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣを経由しないで直接出力側光ファイバＦo1～ＦoKへ
出力されることによって、グルーミング処理および始端処理がバンドパスクロスコネクト
部ＢＸＣから切り離されていることから、前述の実施例１と同様に、波長群選択スイッチ
ＷＢＳＳの個数が少なくなって装置が小型且つ安価となるという効果が得られる。
【実施例６】
【００４７】
　図１３は、本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置６０の構成を示している。
図１３において、光パスクロスコネクト装置６０は、光パスクロスコネクト装置５０と比
較して、（ａ）グルーミング／始端処理後波長群合波部ＧＳが、入力側光ファイバＦo1～
ＦoKに介挿されたＫ個の２×１光カプラＰＣog1 ～ＰＣogK から成るグルーミング処理後
波長群合波部ＧＳ１と、同様に入力側光ファイバＦo1～ＦoKに介挿されたＫ個の（ｚｙＫ
＋１）×１光カプラＰＣos1 ～ＰＣosK から成る始端処理後波長群合波部ＧＳ２とを含む
グルーミング／始端処理後波長群合波部ＧＥを、備える点、（ｂ）ｚｙＫ個の始端処理部
ＡＷＧa1～ＡＷＧazyKと始端処理後波長群合波部ＧＳ２との間に、電気レイヤＥＬからの
複数の波長を出力側光ファイバＦo1～ＦoKのうちのいずれかに選択的に直接出力する１×
Ｋ始端処理用波長選択スイッチＷＳＳa1～ＷＳＳazyKが設けられている点、（ｃ）波長パ
スクロスコネクト部ＷＸＣにおいて、始端入力用波長選択スイッチＷＳＳa1～ＷＳＳazyK
が除去されている点で相違し、その他は同様に構成されている。
【００４８】
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　本実施例の光パスクロスコネクト装置６０によれば、グルーミング／始端処理後波長群
合波部ＧＳにより、波長単位でのグルーミング処理後の波長群および始端処理後の波長群
がバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣを経由しないで直接出力側光ファイバＦo1～ＦoKへ
出力されることによって、グルーミング処理および始端処理がバンドパスクロスコネクト
部ＢＸＣから切り離されていることから、前述の実施例５と同様に、波長群選択スイッチ
ＷＢＳＳの個数が少なくなって装置が小型且つ安価となるという効果が得られる。
【実施例７】
【００４９】
　図１４は、本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置７０の構成を示している。
図１４において、光パスクロスコネクト装置７０は、光パスクロスコネクト装置５０と比
較して、（ａ）入力側光ファイバＦi1～ＦiKに介挿されたＫ個の１×２光カプラＰＣie1 
～ＰＣieK から成る終端処理用分波部ＧＥ１が設けられている点、（ｂ）ｚｙＫ個の終端
処理部ＡＷＧd1～ＡＷＧdzyKに替えて、その終端処理用分波部ＧＥ１からの信号をそれぞ
れ受けて電気レイヤＥＬへ所定のadd/drop率ｚｙで出力するＫ個の終端処理部ＡＷＧd1～
ＡＷＧdKが設けられている点、（ｃ）波長パスクロスコネクト部ＷＸＣにおいて、終端出
力用光カプラＰＣd1～ＰＣdzyKが除去されている点で相違し、その他は同様に構成されて
いる。
【００５０】
　本実施例の光パスクロスコネクト装置７０によれば、終端処理用分波部ＧＥ１によって
、入力側光ファイバＦi1、Ｆi2、・・・ＦiKをそれぞれ介して入力された複数組の波長群
が分波されてバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣを経由しないで終端処理部ＡＷＧd1～Ａ
ＷＧdKへ直接供給されるとともに、グルーミング／始端処理後波長群合波部ＧＳにより、
波長単位でのグルーミング処理後の波長群および始端処理後の波長群がバンドパスクロス
コネクト部ＢＸＣを経由しないで直接出力側光ファイバＦo1～ＦoKへ出力されることによ
って、グルーミング処理、始端処理および終端処理がバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣ
から切り離されていることから、前述の実施例５と同様に、波長群選択スイッチＷＢＳＳ
の個数が少なくなって装置が小型且つ安価となるという効果が得られる。
【実施例８】
【００５１】
　図１５は、本発明の他の実施例の光パスクロスコネクト装置８０の構成を示している。
図１５において、光パスクロスコネクト装置８０は、光パスクロスコネクト装置５０と比
較して、（ａ）ｚｙＫ個の終端処理部ＡＷＧd1～ＡＷＧdzyKに替えて、その終端処理用分
波部ＧＥからの信号をそれぞれ受けて電気レイヤＥＬへ所定のadd/drop率ｚｙで出力する
Ｋ個の終端処理部ＡＷＧd1～ＡＷＧdKが設けられている点、（ｂ）入力側光ファイバＦi1
～ＦiKに介挿されて、それら入力側光ファイバＦi1～ＦiKで伝送されてきた光信号から波
長を選択して波長単位で波長パスクロスコネクト部ＷＸＣ内のＫ個の波長選択スイッチＷ
ＳＳw1～ＷＳＳwKのいずれかに選択的に出力するとともに、入力側光ファイバＦi1～ＦiK
で伝送されてきた光信号から終端させる波長を選択して波長単位で終端処理部ＡＷＧd1～
ＡＷＧdKのいずれかに選択的に出力するＫ個の１×３波長選択スイッチＷＳＳから成るグ
ルーミング／終端処理用分波部ＧＥが設けられている点、（ｃ）バンドパスクロスコネク
ト部ＢＸＣにおいて、光カプラＰＣb1～ＰＣbKおよびＰＣd1～ＰＣdyK が備えられておら
ず、入力側光ファイバＦi1～ＦiKからそれぞれ伝送された複数組の波長群をそれぞれ受け
るＫ個の波長群選択スイッチＷＢＳＳ1 ～ＷＢＳＳKから、グルーミング／始端処理後波
長群合波部ＧＳ内のＫ個の光スイッチＰＣo1～上記ＰＣoKへそれぞれ出力される点、（ｄ
）波長パスクロスコネクト部ＷＸＣにおいて、終端出力用光カプラＰＣd1～ＰＣdzyKが除
去されている点で相違し、その他は同様に構成されている。
【００５２】
　本実施例の光パスクロスコネクト装置８０によれば、グルーミング／終端処理用分波部
ＧＥによって、入力側光ファイバＦi1、Ｆi2、・・・ＦiKをそれぞれ介して入力された複
数組の波長群が分波されてバンドパスクロスコネクト部ＢＸＣを経由しないで波長パスク
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ロスコネクト部ＷＸＣへ直接供給されるとともに、グルーミング／始端処理後波長群合波
部ＧＳにより、波長単位でのグルーミング処理後の波長群および始端処理後の波長群がバ
ンドパスクロスコネクト部ＢＸＣを経由しないで直接出力側光ファイバＦo1～ＦoKへ出力
されることによって、グルーミング処理、始端処理および終端処理がバンドパスクロスコ
ネクト部ＢＸＣから切り離されていることから、前述の実施例５の光パスクロスコネクト
装置５０と同様に、波長群選択スイッチＷＢＳＳの個数が少なくなって装置が小型且つ安
価となるという効果が得られる。
【００５３】
　以上、本発明の一実施例を図面に基づいて説明したが、本発明はその他の態様において
も適用される。
【００５４】
　たとえば、前述の実施例の光パスクロスコネクト装置１０は、波長群レベルＷＢＬおよ
び波長レベルＷＬＬで波長群単位および波長単位でそれぞれクロスコネクトを行う階層化
（２階層）構成の光パスクロスコネクト装置であったが、３階層以上に構成されたもので
あっても適用される。
【００５５】
　また、前述の光パスクロスコネクト装置１０において、入力側光ファイバＦi1、Ｆi2、
・・・ＦiKおよび出力側光ファイバＦo1、Ｆo2、・・・ＦoKの本数Ｋ、１本の光ファイバ
により伝送される波長群数Ｍ、１個の波長群に含まれる波長数Ｎ、波長群レベルＷＢＬと
波長レベルＷＬＬとの間のａｄｄ／ｄｒｏｐ率ｙ、波長レベルＷＬＬと電気レイヤＥＬと
の間のａｄｄ／ｄｒｏｐ率ｚは、必要に応じて種々変更され得るものである。
【００５６】
　その他、一々例示はしないが、本発明はその趣旨を逸脱しない範囲で種々変更を加え得
るものである。
【符号の説明】
【００５７】
１０、２０、３０、４０、５０、６０、７０、８０：光パスクロスコネクト装置（階層化
光パスクロスコネクト装置）
Ｆi1、Ｆi2、・・・ＦiK：入力側光ファイバ
Ｆo1、Ｆo2、・・・ＦoK：出力側光ファイバ
ＢＸＣ：バンドパスクロスコネクト部（波長群パスクロスコネクト部）
ＷＸＣ：波長パスクロスコネクト部
ＷＢＳＳ：波長群選択スイッチ
ＷＳＳ：波長選択スイッチ
ＰＣ：光カプラ
ＡＷＧd：終端処理部
ＡＷＧa：始端処理部
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